
（単位：円）

科　　目      金　　額 科　　目      金　　額

             　　　　　　　 負　債　の　部

　流 動 資 産 1,202,262,868   流 動 負 債 573,215,571

　　　現金及び預金 346,445,684 　　 買　　掛　　金 178,733,468

　　　受　取　手　形 618,450 　　 短 期 借 入 金 202,478,000

　　　売　　掛　　金 733,729,197 　　 未    払    金 158,061,400

　　　商　　　　　品 11,843,059 　　 未払法人税等 5,051,850

　　　材　　　　　料 5,872,870 　　 預　　り　　金 24,675,603

　　　仕　　掛　　品 85,615,000       工事契約等損失引当金 4,215,250

　　　前　払　費　用 2,457,181

　　　繰延税金資産 42,390,000

　　　未　収　入　金 10,679,522

　　　そ　の　他 5,547,125

　　　貸倒引当金 △ 42,935,220
  固 定 負 債 0

  固 定 資 産 524,047,263 　　　長期借入金

  　有形固定資産 241,422,551

　  　建物・構築物 501,716,510

　　　機　械　装　置 143,742,799       長 期 借 入 金 0

      工具器具備品 50,932,540

      減価償却累計額 △ 545,784,304

      土　　　　　地 85,245,200 負 債 合 計 573,215,571

　　　建設仮勘定 5,569,806 　　         　　　　　　　 純　資　産  の  部

　  無形固定資産 89,562,557  株主資本 1,153,094,560

　　　借　地　権 1,806,230  　資 本 金 60,000,000

　　　ソフトウェア 87,507,385 　 利　益  剰　余　金 1,093,094,560

　　　施設利用権 14,942 　　   利益準備金 15,000,000

　　　そ　の　他 234,000 　　   その他利益剰余金 1,078,094,560

　　　　　別途積立金 1,043,000,000

    投資その他の資産 193,062,155 　　　　　繰越利益剰余金 35,094,560

　　　投資有価証券 15,000,000

　　　関係会社株式 10,000,000 　　　　　繰越利益剰余金

　　　繰延税金資産 1,935,000

　　　敷  金 42,587,100

　　　破産更生債権等 45,081,980

　　　そ　の　他 78,458,075 純　資　産  合  計 1,153,094,560

資  産  合  計 1,726,310,131 負債純資産合計 1,726,310,131

（注）　当期純利益　14,784,933円

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表
 （平成 ２４年３月３1日現在）

資  産　の　部



1.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

その他の有価証券

　時価のないもの 移動平均法による原価法

②たな卸資産の評価基準及び評価方法

下記の評価方法に基づく原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

　商品 個別法による原価法

　仕掛品 標準原価による個別法

　材料 個別法による原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産　・・・・・　定額法

②無形固定資産　・・・・・　定額法

(3) 引当金の計上基準

①貸倒引当金

見込額を計上しています。

②役員賞与引当金

③工事契約等損失引当金

採算性の悪化した受注精算のソフトウェアおよび工事契約等に係る将来の損失に備えるため、

翌事業年度以降に発生することとなる損失見込み額を計上しています。

(4) 収益及び費用の計上基準

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準

見積りは、原価比例法によっています。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

①リース取引の処理方法

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

方法に準じた会計処理によっています。

②消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は税抜き方式によっています。

第 １ ３ 号 「 リ ー ス取 引 に 関 す る 会 計 基 準 」 の 適 用 初 年 度 開 始 前 の リ ー ス取 引 に つ い ては 、 通 常 の

個  別  注  記  表個  別  注  記  表個  別  注  記  表個  別  注  記  表

定額法を採用しています。

当年事業年度は役員賞与の支払い予定がないため、引当金の計上はしていません。

ソ フ ト ウ ェア に つ い ては 、 社 内 に お け る 見 込 利 用 可 能 期 間 （ ３ 年 以 内 ） に 基 づく

見込販売数量または見込販売収益に基づく償却方法を採用し、自社利用目的の

なお、市場販売目的のソフトウェアについては、見込有効期間（２年以内）における

（ 自　平成２３年４月 １日　　至　平成２４年３月３１日 )

債 権 の 貸 倒 に よ る 損 失 に 備えるた め、 一般 債権 につ いては貸 倒実 績率 によ り、

貸 倒 懸 念 債 権 等 特 定 の 債 権 に つ い ては 個 別に 回収 可能 性を 検討 し、 回収 不能

および工事契約については工事進行基準を適用し、その他の場合については工事完成基準を

・・・・当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる受注制作のソフトウェア

借 手 側 と なる 所有 権移 転外 ファ イナ ンス ・リ ース取引 につ き、 リー ス取 引開 始日 が、 企業 会計 基準

また、平成20 年4月1日以降取引開始のリースについては、少額のため通常の賃貸借取引に係わる

適用しております。なお、工事進行基準を適用する工事の当事業年度末における進捗度の


